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農
文
協
発
行
の
「
現
代
農
業
」
は
、
敗
戦
直
後
の
復

刊
以
降
、二
〇
〇
五
年
二
月
号
で
七
〇
〇
号
を
迎
え
る
。

そ
れ
は
、
農
家
に
学
び
、
農
家
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た

歴
史
で
あ
っ
た
。
農
家
・
農
村
の
底
力
に
支
え
ら
れ
て

き
た
「
現
代
農
業
」
は
今
、
農
家
・
農
村
か
ら
地
域
に

む
け
、
都
市
に
む
け
元
気
を
発
信
し
、
豊
か
な
農
業
・

暮
ら
し
・
地
域
を
つ
く
る
総
合
実
用
誌
と
し
て
歩
み
続

け
て
い
る
。

「
現
代
農
業
」の
前
身

「
農
村
文
化
」復
刊
第
１
号

「
農
村
文
化
」
１
９
４
６
（
昭
和
２１
）
年

５
月
号
（
こ
こ
か
ら
数
え
て
「
現
代
農
業
」

は
２
０
０
５
年
２
月
号
で
７
０
０
号
と
な

る
）

「
現
代
農
業
」
の
源
は
１

９
２
２
（
大
正
１１
年
）
年
に

創
刊
さ
れ
た「
農
政
研
究
」。

小
作
争
議
な
ど
の
社
会
問
題

を
議
論
す
る
場
と
し
て
国
会

議
員
、
農
政
記
者
、
学
者
た

ち
が
大
日
本
農
政
学
会
を
組

織
し
、
機
関
誌「
農
政
研
究
」

を
発
行
さ
れ
た
。そ
の
後「
農

村
文
化
」
と
改
題
。
敗
戦
後

の
４
６
年
に
再
刊
１
号
を
発

行
、
発
行
が
正
常
に
な
っ
た

の
は
５
月
号
か
ら
で
あ
る
。

５
月
号
で
は
「
農
村
民
主
主

義
化
」
を
特
集
し
、
多
く
の

革
新
的
執
筆
者
が
顔
を
揃
え

て
い
る
。
再
建
農
文
協
の
歩

み
は
こ
こ
か
ら
始
ま
り
、「
農

民
に
役
立
つ
文
化
運
動
」
を

模
索
し
て
、「
農
村
文
化
」

を
中
心
と
す
る
農
村
の
読
書

運
動
を
推
進
し
て
い
っ
た
。

農
家
へ
の
直
接

普
及
方
式
を
採
用

「
農
村
文
化
」１
９
４
９
・
５０（
昭
和
２４
・
２５
）年
の
２
冊

４９
年
春
か
ら
、
農
家
を
巡

回
し
、
直
接
農
民
の
意
見
を

聞
き
、
購
読
を
す
す
め
る
直

接
普
及
方
式
を
開
始
。
こ
の

方
式
に
よ
っ
て
農
家
の
求
め

る
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
文
化

評
論
で
は
な
く
、
生
産
に
関

す
る
「
農
業
技
術
と
経
営
」

で
あ
る
こ
と
が
明
き
ら
か
に

な
り
、「
農
村
文
化
」
誌
は

大
き
く
変
わ
っ
た
。
浪
江
虔

の
連
載
講
座
「
肥
料
の
上
手

な
使
い
方
」
第
１
回
も
、
５０

年
新
年
号
の
第
３９
号
か
ら
始

ま
り
、
こ
れ
を
も
と
に
ま
と

め
た
単
行
本
『
誰
に
も
わ
か

る
肥
料
の
知
識
』
は
、
１０
万

部
と
い
う
当
時
と
し
て
は
記

録
的
売
れ
行
き
を
示
し
た
。

「
農
村
文
化
」か
ら

「
現
代
農
業
」へ
改
題

１
９
６
０（
昭
和
３５
）年
１１
月
号
・
１
０
０
頁

当
時
、�
日
本
農
業
は
曲

が
り
角
�
が
流
行
語
に
な
っ

て
い
た
。
６１
年
「
農
業
基
本

法
」
が
施
行
さ
れ
、
農
業
の

近
代
化
が
宣
伝
さ
れ
た
。
畜

産
（
養
鶏
・
養
豚
・
酪
農
・
肥

育
牛
）
の
多
頭
飼
育
が
叫
ば

れ
、規
模
拡
大
が
進
行
し
た
。

農
家
の
意
欲
も
高
く
、
山
形

の
稲
作
農
家
・
片
倉
権
次
郎

の
増
収
技
術
の
掲
載
が
大
き

な
反
響
を
呼
ん
だ
。
こ
の
よ

う
な
農
業
情
勢
の
中
で
、「
現

代
農
業
」に
改
題
。
そ
の
後
、

「
現
代
農
業
」
は
毎
年
１
万

部
以
上
の
増
部
を
重
ね
、
読

者
は
東
北
・
関
東
を
中
心
に

全
国
に
広
が
っ
た
。

大
幅
増
頁
で

３
６
６
頁
に

１
９
６
９（
昭
和
４４
）年
１０
月
号

こ
の
年
発
行
部
数
は
１４
万

部
を
超
え
た
。
１
８
２
頁
の

雑
誌
で
は
読
者
の
多
様
な
欲

求
に
応
え
ら
れ
な
く
な
り
、

本
文
・
グ
ラ
ビ
ア
頁
を
倍
増

し
、
カ
ラ
ー
口
絵
を
設
け
、

生
活
・
農
政
ペ
ー
ジ
を
大
幅

に
拡
大
し
た
。
農
業
技
術
・

経
営
誌
か
ら
家
族
の
誰
も
が

読
め
る
総
合
誌
へ
と
変
わ
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
年
か
ら
「
水
稲
の
減

反
政
策
」
が
始
ま
る
。
翌
７０

（
昭
和
４５
）
年
か
ら
主
張
欄

を
設
け
、
第
１
回
の
主
張
は

「
近
代
化
路
線
に
ま
ど
わ
さ

れ
る
な
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ

以
降
、
農
家
の
自
給
を
重
視

し
、
栽
培
技
術
の
面
で
も
、

化
学
肥
料
や
農
薬
な
ど
に
依

存
す
る
農
業
か
ら
の
脱
却
を

め
ざ
す
農
家
の
取
組
み
を
さ

ま
ざ
ま
に
取
上
げ
よ
う
に
な

っ
た
。

全
面
カ
ラ
ー
化
へ

１
９
９
７（
平
成
９
）年
６
月
号
・
３
７
８
頁

作
物
・
家
畜
の
姿
や
病
害

虫
、
田
畑
の
よ
う
す
は
カ
ラ

ー
写
真
で
な
け
れ
ば
わ
か
り

に
く
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

本
文
の
全
面
カ
ラ
ー
に
踏
み

切
る
。
こ
の
号
の
巻
頭
特
集

は
「
天
敵
生
か
し
て
小
力
防

除
」、『
現
代
農
業
』
は
、
自

然
の
力
を
生
か
し
、
高
齢
者

や
女
性
も
楽
し
く
で
き
、
農

村
空
間
が
豊
か
に
な
る
よ
う

な
農
家
の
「
小
力
技
術
」
を

精
力
的
に
紹
介
し
て
い
る
。

「
現
代
農
業
」は
四
つ
の

顔
を
も
つ
総
合
実
用
誌

こ
う
し
た
歩
み
を
経
て
、

今
、『
現
代
農
業
』
は
四
つ

の
顔
を
も
っ
た
、
総
合
実
用

誌
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
の
顔
は
、
農
業
技
術
の

実
用
誌
。巻
頭
特
集
の
ほ
か
、

「
イ
ネ
・
水
田
活
用
」「
野

菜
・
花
」「
果
樹
」「
山
・
特

産
」「
畜
産
」「
施
設
・
機
械

情
報
」
の
六
コ
ー
ナ
ー
で
、

身
体
に
ム
リ
な
く
、
作
物
や

自
然
の
力
を
生
か
す
農
家
の

栽
培
法
や
作
業
の
知
恵
を
紹

介
。

第
二
の
顔
は
、
暮
ら
し
の
実

用
誌
。
菜
園
づ
く
り
か
ら
、

豆
腐
、
味
噌
、
ド
ブ
ロ
ク
な

ど
の
手
づ
く
り
食
品
、
薬
草

な
ど
自
分
で
で
き
る
健
康
法

ま
で
、
農
家
な
ら
で
は
の
豊

か
な
自
給
の
知
恵
を
満
載
。

第
三
の
顔
は
、
販
売
・
経
営

の
実
用
誌
。直
売
所
や
産
直
、

観
光
農
園
や
農
村
レ
ス
ト
ラ

ン
、
農
業
応
援
団
な
ど
、
地

域
住
民
、
都
市
民
を
巻
き
込

ん
で
経
営
を
築
く
方
法
と
事

例
を
豊
富
に
紹
介
。

第
四
の
顔
は
、
地
域
づ
く
り

の
実
用
誌
。
集
落
営
農
、
地

元
商
店
街
や
食
品
企
業
の
力

を
活
か
す
農
工
商
連
携
な

ど
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
む
け
た
事
例
と
情

報
を
豊
富
に
紹
介
。

農
業
と
暮
ら
し
の
総
合
実

用
誌
で
あ
る
「
現
代
農
業
」

は
、
農
家
・
農
村
か
ら
地
域

に
む
け
、
都
市
に
む
け
元
気

を
発
信
す
る
、
農
業
・
農
村

の
魅
力
を
満
喫
で
き
る
雑
誌

で
も
あ
る
。

農家とともに歩んで７００号協文農 月
刊現代農業

価格は税込ご注文は

農農家家にに学学びび、、農農家家ととととももにに歩歩むむ――「「農農村村空空間間」」のの豊豊かかささをを満満喫喫ででききるる雑雑誌誌

「「現現代代農農業業」」のの歩歩みみとと、、「「現現代代農農業業」」のの今今

「
現
代
農
業
」
は
農
家

と
つ
く
る
雑
誌
だ
か

ら
、
栽
培
技
術
の
工
夫
、

暮
ら
し
の
知
恵
、
そ
し

て
農
村
の
魅
力
を
満
喫

で
き
ま
す
。

定
価
８
０
０
円（
〒
１
２
０
円
）

年
間
購
読
料
９
６
０
０
円

（
前
払
い
で
送
料
無
料
）

２
０
０
５
年
１
月
号

大
豆
の「
健
康
力
」！

健
康
食
と
し
て
広
が

る
大
豆
。
肥
料
と
し

て
も
様
々
な
効
果
。

最
新
の
健
康
科
学
と

加
工
品
の
作
り
方

２
０
０
４
年
１２
月
号

お
い
し
い
ご
飯米

屋
、
農
家
、
直
売

所
…
炊
き
方
、
保
管

法
な
ど
ご
飯
を
お
い

し
く
食
べ
る
プ
ロ
の

知
恵
と
技

２
０
０
４
年
１１
月
号

落
ち
葉
い
ま
ど
き
の
活
用
法

堆
肥
づ
く
り
は
大

変
。
省
力
土
つ
く
り

に
、
育
苗
・
播
種
・

定
植
に
、
無
限
の
恵

み
を
活
か
す
新
発
想

２
０
０
４
年
１０
月
号

土
・
肥
料
特
集有

機
物
マ
ル
チ
で
土

ご
と
発
酵
、
ア
ミ
ノ

酸
を
効
か
せ
る
、
簡

単
生
育
診
断
法
、
竹

肥
料
ほ
か
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２
０
０
５
年
２
月
号

品
種
大
特
集

現
代
農
業
用
語
集

つ
き
大
増
１
０
０
頁

「
現
代
農
業
」
の
記
事
の
理

解
を
深
め
る
、
農
家
の
技
術

・
知
恵
が
詰
ま
っ
た
２
２
５

語
を
解
説
。
価
格
は
い
つ
も

と
同
じ
８
０
０
円

（２）第１９８８号出 版 ダ イ ジ ェ ス ト２００４年（平成１６年）１２月２５日

７００号記念号


